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国土交通省 東北地方整備局

新庄河川事務所

最上川水系銅山川で確認された濁水の調査結果について

国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所は、最上川水系銅山川で濁水が確認された

ことから、令和６年５月２日（木）１４時よりヘリによる現地調査を実施しました。

調査の結果下記の状況が確認されたことから、下流域に影響無いとものと判断いたしまし

た。なお、調査には流域情報に詳しく専門的知識を持った防災エキスパートも同行しました。

１．調査工程 ： 令和６年５月２日（木）１４：００ 山形空港発

１５：００ 同 空港着

２．調査結果 ： 表層崩壊１箇所が確認され河床に土砂が堆積している

が、崩壊地の下流には砂防堰堤が複数整備されており、

土砂を受け止める容量が十分確保されていることから、

下流域の安全に影響無いと判断しています。

＊詳細は別紙参照

３．今後の見通し ： 濁水の状況等について当面監視カメラによる監視

を継続します。状況に変化あった場合には再度調

査を行う予定です。
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最上川水系銅山川 ヘリ調査結果 概要

１．工 程）令和６年５月２日（木）14:00～15:00
２．結 果）銅山川支川（赤沢）で表層崩壊を１箇所確認（L=100m、W=20m、H=1m程度）.

崩壊土砂が河床に堆積（2,000m3程度）しているが、水は流下している.
崩壊地の下流には砂防堰堤が複数整備済みで、土砂を受け止める容量が十分確保さ
れていることから、下流域の安全に影響無いと判断した.
なお、調査にあたっては流域の情報に詳しく、専門的知識を持った防災エキスパー
トも同行した.
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